
１．はじめに
2019年11月11日、「とくしまコウノトリ基金（以

下、基金）」のメンバーの方々が蔵にお越しくださっ
た。「ビオトープで育てた減農薬のお米で日本酒を
つくってもらえないか？」というご相談だった。

２．コウノトリ飛来
兵庫県豊岡市で復活を遂げ、放鳥されたコウノト

リが徳島に飛来し始めたのが2013年。酒蔵のある
鳴門市大麻町（おおあさちょう）に、ペアが巣作り
を始めたのが2015年。その巣は蔵の南西方向、直
線距離で2キロの場所であった。そして、2017年3
月、豊岡市周辺以外で全国初となる野生のヒナが誕
生し、同年6月3羽が無事に巣立ちを迎えた。
その姿は通勤途中にもたびたび見かけるように

なり、ヒナの成長ぶりをSNSで見守り、コウノト
リを身近に感じるようにはなっていたが、自分達が
関われるとは考えていなかった。
コウノトリラベルのお酒を造ろうか？とも考え

たが便乗商法のようで気が乗らず断念していた。

３．コウノトリに教えられた地元の自然環境
酒造りを検討する際、まず質問したのは、なぜコ

ウノトリは絶滅したのか？なぜ大麻町に飛来した
のか？という疑問であった。
基金の柴折さんのお話によると、コウノトリは米

作りと共に生息していた鳥であったが、明治時代の
乱獲で激減。戦後は水銀剤などの強毒の農薬の多用
により、餌となっていた田んぼの水生動物がいなく
なり、子育て時には1日1kgの食を必要とするヒナ
に充分な餌の確保もむずかしくなり、絶滅に至った
という。
大麻町には、旧吉野川の度重なる氾濫がもたらし

た肥沃な土地がひろがり、レンコン栽培が盛んで
ある。レンコン畑に生息するオタマジャクシや、小
魚、カエルなどコウノトリには格好の餌場になった
のであろうと。
毎日眺めていた田舎の風景が輝いて感じられた。
コウノトリが大麻町に残る大切な自然に気づかせ
てくれたのである。
酒蔵としては、グリーン社会に貢献できる貴重な
チャンスを頂いたと考え、お引き受けした。基金の
活動を少しでも多くの方に知って頂き、コウノトリ
が住めるエリアを拡大し、地球環境に優しい活動に
もつなげ、残る自然を後生に繋いでいきたいと考え
たからである。

４．ビオトープ米でお酒を造るプロジェクト
2020年夏、初めてビオトープでお米（ハナエチゼ
ン）を収穫。田植えや収穫は基金メンバーのみなさ
んとご一緒し、色々な事を教えて頂きながら学び多
い場となった。地元メディアも複数社かけつけ、日
本酒ができる様子を幾度もみなさんに発信してく
れた。

５．お披露目会
お酒の名前は「鳴門鯛 コウノトリの酒 朝と夕」。
今では日本でトップクラスの、ヒナを巣立たせてい
るコウノトリペア「あさひ」と「ゆうひ」に敬意を表
した。
販売価格は1本1500円（税別）。なるべくお米を
削らず70%に精米した純米酒。自然の恵みを大切に
したいという思いである。使用した米の品種は、山
田錦のような酒米といわれる米ではなく、食用米で
造った純米酒。1300円が一般的な価格と考えたが、

図1　大麻町の巣塔で育つヒナの様子
（写真提供、コウノトリ基金）

図2　大麻町の巣塔近くのビオトープ

水田ビオトープ米で美味しいお酒を造るプロジェクト
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た結果、現代文明は環境破壊や気候変動という大き
な問題を引き起こした。人間社会に目を向けても、
富を持てる者と持たざる者の間に格差が生まれた。
富は集まることによって、さらなる富の集中を生
む。その格差が社会の不安を生む。生存基盤でもあ
る自然資本の劣化をとどめネイチャーポジティブ
に向けることは、幸福で持続可能な社会を維持する
ためにも極めて重要である。
2021年6月には国際的なイニシアティブとし
て、企業の事業活動がもたらす自然資本へのリス
クと機会を適切に評価、対外的に報告できること
を目指す自然関連財務情報開示タスクフォース
（Taskforce on Nature related Financial Disclosures 
：TNFDＴ）が発足した。これによって、金融機関
や企業は生物多様性保全に関連したリスクなどを
開示することが求められるようになる。この情報は
投資ファンドなどが参照することになり、すなわち
資金の流れが自然資本の増加であるネイチャーポ
ジティブへ向かうよう促進される。
あらゆる企業や自治体など社会の主体にとって、

ネイチャーポジティブを踏まえたビジネスへの転
換は必須課題となるだろう。スピード感をもって、
自然資本劣化と地域の課題解決を共に行うことが
求められる。
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お客様にも自然を守るお手伝いをする、という意識
を持って頂くため、200円の寄附金を上乗せした。
つまり、酒蔵がお客様から寄附金をお預かりし、お
客様に代わって、酒蔵が基金に寄附をするという方
法を採った。

お酒のお披露目会では、基金熊谷理事長に寄附金
の贈呈を行った。1300本あまりのお酒は1ヶ月あ
まりで完売。報道により、広く告知され、多くの方
に賛同いただいた。

６．サスティナブルな社会の象徴へ
大麻町の「あさひ」と「ゆうひ」のペアは6年間、

毎年ヒナを巣立たせている。そして、今は7年目の
ヒナ誕生のため、今年も、巣に巣材を運び入れる様
子が確認されている。大麻町は、日本有数の、子沢
山のコウノトリのペアが住む町となった。まさしく
人と自然の共生、コウノトリが象徴となり、自然へ
の意識が高まる活動が増えてきた。
基金の様々な活動は多くの人に自然だけでなく、

農業、生物、原風景が残っていること、などの大切
さを伝えている。
酒蔵としてどのように環境課題に取り組んでい

くべきか、正直考えあぐねていたが、基金のような
直接的に環境保護やSDGsの精神に則った取り組
みをしている組織の活動をより広く知ってもらう
活動なら、誰にでもできる。

７．自然との共存で地方創生
コウノトリが運んでくれた良縁は更に広がる。酒
蔵周辺は歴史文化スポットが集まっており、酒蔵の
直売所にお越し頂く皆様に、ゆったりとした田舎の
旅を楽しめる地域連携を目指している。
基金と様々な連携を行っている。搾ったお酒の酒
粕をビオトープに投げ入れるイベント。水田に広
がる水路をカヤックで進みながら、自然を体感する
ツアー。自転車でれんこん畑をめぐりコウノトリを
探すポタリングツアーなど、コウノトリの支援と共
に、活気ある町として未来に繋いでいきたい。

８．おわりに
コウノトリが教えてくれた地域に残る宝物に、地
元企業のみなさんが気づいているかどうかはまだ
疑問が残る。日々の活動で中小企業なりのグリーン
社会への貢献を考え、行動し続けることが、これか
らの企業には必要条件であることは、間違いない。
経費過多では本来の事業が成り立たない。今回ご紹
介したグリーン社会へのBtoB連携が良い事例にな
ることを期待したい。

図3　令和3年発売した
「鳴門鯛 コウノトリの酒 朝と夕」

図4　寄附金贈呈式の様子　基金理事長と筆者

図5　自然を知るカヤックツアー

図6　れんこん畑を走るポタリングツアー

１．はじめに
2017年、全国で初めて市域のコミュニティ財団

として東近江三方よし基金が設立された。コミュニ
ティ財団とは、特定の企業や行政の資金拠出による
のではなく、市民立の財団のことであり、当基金は、
772名からの寄付によって設立された。当基金の役
割は、持続可能な東近江市の実現を目指して、社会
的事業者に資金的支援や非資金的支援を行うこと
である。そこで、今回は東近江市版SIBの仕組み
と、市内を流れる愛知川での小さな自然再生を組み
合わせる実証事業を実施した。本報告では、①小さ
な自然再生の効果、②東近江市版SIBの効果につい
て解説する。

２．小さな自然再生の効果
本事業では、小さな自然再生により「絶滅危惧種

の川ガキの復活」を目指すこととした。川ガキとは、
川の豊かさを知り、その楽しみ方を知っている人と
いう意味である。これを実現するために設定された
のが次の2つの事業である。
① 愛知川漁業協同
組合「簡易魚道
の見試しで大人
の 川 ガ キ づ く
り」：琵琶湖の固
有種であるビワ
マスの産卵床を
広げるため簡易
魚道の見試しを
行う。

② NPO法人遊林会「「そとイコ」川ガキ育成塾のプ
ログラムづくり」：森と川のつながりを知り、小
さな自然再生が体験できるプログラムを作成・
試行する。

２つの事業に共通する効果として期待されたの
が、川との関係時間の増加、団体スタッフの川への

行動・意識変化と目的関数の増加、実証事業の参加
者の行動・意識変化とワクワク度の増加である。こ
れらは、後述の第三者評価委員会による現地踏査の
中で議論し決定され、これらの効果の見える化が、
事業の成果目標に設定された。特に、①の事業で
は、ステークホルダーが多いことから、協働の川づ
くりの体制の構築も事業効果として重要とされた。

３．東近江市版SIBの効果
SIB（ソーシャルインパクトボンド）は、イギリ

スで始まり、日本でも少しずつ導入が進んでいる。
その具体的な解説は他に譲るとして、ここでは、そ
の仕組みの概要と今回東近江市版SIBを活用する
ことによって得られた効果を述べる。当基金の設立
と同時にスタートしたこの仕組みは、行政の補助金
改革と地域における社会的投資の普及を目的とし
て始まった。東近江市版SIB事業では、支援する社
会的事業が決定した時点で、事業終了時に到達すべ
き成果目標を専門家や行政、事業者が出席する第三
者評価委員会で決定してから事業が開始される。ま
た、成果目標が設定できた段階で、その達成を条件
に償還される出資（コミュニティファンド）の募集
が行われ、集まり次第団体へ支払われる。本事業で
は、当基金が連携するプラスソーシャルインベス
トメント株式会社で総額220万円の出資募集が行
われ、2週間ほどで目標額を達成した。当基金では、
この出資募集の広報を手伝うことで、今回の関係者
以外の市民や事業者へ本事業の主旨を伝え、その効
果を共有する機会を得ることができた。それによっ
て、これまで縁のなかった企業との連携が開始さ
れ、川とは直接縁のなかった団体からの出資が実現
したという具体的な効果が生まれたことは、東近江
市版SIBの仕組みを活用した最大の効果である。

４．おわりに
本事業は、2021年度環境省の地域循環共生圏プ

ラットフォーム構築事業の支援を受けて実現した。
この支援は単年度で終了したが、翌年もそれぞれの
活動は発展し実施された。①の簡易魚道は2022年
11月に再設置され、初通水した3日後にはビワマス
の遡上が観察された。②の川ガキ育成塾には応募が
殺到し、次年度以降もプログラムのさらなる発展に
向け検討が進んでいる。何より、①の現場で川ガキ
育成塾が開催された際の子どもたちのキラキラし
た目は忘れられない。本事業は、小さな自然再生や
東近江市版SIBというツールを使って、年齢も立場
も超えて人をつなぐことが出来、それが地域の未来
を拓く近道であることを教えてくれた。

川ガキ育成塾の試行

コミュニティ財団による小さな自然再生と資金循環
公益財団法人東近江三方よし基金　常務理事　山口　美知子

簡易魚道の見試し活動
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